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臨床試験情報の掲載 ☑新規  □変更 

 試験名称：IDO1 阻害剤(エパカドスタット)の安全性と有効性の検証のための臨床試験 

 主導機関・施設：東京大学 大学院農学生命科学研究科 獣医外科学研究室・大学院農学生命科学研究科 

附属動物医療センター 

 主導獣医師：中川 貴之・加藤 大貴 

 詳細 URL：https://www.vm.a.u-tokyo.ac.jp/vmc/aboutus/research/#05 

 連絡先（電話・メール等）：03-5841-5420  

 連絡可能者（担当獣医師、動物のご家族など）：担当獣医師および動物のご家族 

 希望者の参加方法：月曜日に東京大学附属動物医療センターを受診可能な方 

 実施期間： 2021年 10月 18日〜2027年 10月 18日 

 対象動物：本臨床試験の十分な説明を受け、本試験参加への飼い主の同意が得られている犬の膀胱癌罹患

症例 

 予定頭数：20 例 

 試験の目的（100 字以内）：犬膀胱癌症例を対象に、IDO1 阻害薬エパカドスタットの単剤療法または NSAIDs

併用療法を実施し、腫瘍制御効果、抗腫瘍免疫応答への影響、安全性および臨床的有効性を前向きに検証

する。 

 組入基準：下記項目を満たす症例を本臨床試験の対象とする。 

・計測可能な標的病変を有する症例 

・2 週間以上の余命が期待される症例 

 除外基準： 

・2 週間以内に、抗癌剤、分子標的薬、放射線療法、外科療法を適用された症例 

https://www.vm.a.u-tokyo.ac.jp/vmc/aboutus/research/#05


・重度の他の疾患(特に、自己免疫疾患など)に罹患している症例 

 実施施設：東京大学 大学院農学生命科学研究科 附属動物医療センター 

 概要•科学的根拠（300 字以内）：IDO1 は腫瘍に発現し、抗腫瘍免疫を抑制する分子であり、医学領域では

IDO1 阻害薬の臨床開発が進められている。獣医外科学研究室では、IDO1 が各種イヌ腫瘍、とくに膀胱癌で

高発現することを見出し、in vitro および in vivo 解析により、IDO1 が抗腫瘍免疫応答を抑制し、IDO1 阻害薬

（エパカドスタット）により解除され得ることを示してきた(池田ら,日本癌学会,2020.にて口頭発表済、Ikeda et al., 

JVMS., 2021)。さらに実験犬で安全性を確認しており、本試験では犬膀胱癌に対するエパカドスタットの安全性

と有効性を検証する。 

 動物のご家族の費用負担の有無：有 

・副作用および薬効評価のための画像診断検査や血液検査などは、通常の診療においても必要な検査のた

め、飼い主様負担とする。 

 実施者による費用負担の有無：有 

・本臨床試験の試験薬(エパカドスタット)にかかる費用は本試験期間(5 週間)分を臨床試験責任者にて負担す

る(小型犬に限る)。その後、飼い主様の希望により試験薬の投薬を継続する場合は、飼い主様の費用負担とす

る。 

 公的•民間の費用支援元：日本学術振興会 科学研究費助成事業(科研費) 基盤研究 A (23H00356)。本臨床

試験は公的研究資金の支援を受けて、獣医師主導で実施される試験であり、特定の企業等からの資金助成は

ありません。 

特記事項：該当なし 

 倫理審査機関名称：東京大学 大学院農学生命科学研究科 附属動物医療センター 臨床試験委員会 

 

 


